
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校対抗ドッヂビーフェスタ 

in 成蹊学園 2026 

＜実施報告書＞ 
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【学園内会場案内図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【会場レイアウト図】 
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【開催概要】 

名 称 ： 小学校対抗ドッヂビーフェスタｉｎ成蹊学園 2026 

 

日 時 ： 2026(令和８)年 2 月８日 日曜日 12：00～17：00 

 

場 所 ： 成蹊学園 大学大体育館 

〒180-8633 武蔵野市吉祥寺北町 3-3-1 

 

主 催 ： 一般社団法人日本ドッヂビー協会 

 

協 力 ： 成蹊小学校 千代田区ドッヂビー協会 調布市ドッヂビー協会 

 

特別協賛： 株式会社ラングスジャパン 

 

協 賛 ： 文化シヤッター株式会社／株式会社クラブジュニア／京王電鉄株式会社 

 

【参加チーム／人数】 

1 番町小ドッヂビー /千代田区立番町小学校   13 

2 お茶小ＫＳＣ  /千代田区立お茶の水小学校  12 

 

3 上小スター  /調布市立上ノ原小学校   10 

4 上小エース  /調布市立上ノ原小学校   10 

5 石原おにぎりサンダー /調布市立石原小学校   11 

6 北ノ台ダンデライオン /調布市立北ノ台小学校   13 

7 深大寺ベアーズ  /調布市立深大寺小学校   12 

8 多摩小ワイルドダックス /調布市立多摩川小学校   16 

 

9 リベロスＡ  /武蔵野市(私立)成蹊小学校  10 

10 リベロスＢ  /武蔵野市(私立)成蹊小学校  10 

11 リベロスＣ  /武蔵野市(私立)成蹊小学校  11 

 

12 瑞光小学校  /荒川区立瑞光小学校   16 

参加選手人数 140 

引率・観戦保護者人数（当日カウント） 150 

スタッフ・来賓・関係者（当日カウント）  25 

総合計参加者数 ３１５名 
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【実施種目の詳細】 
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【タイムスケジュール】 
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【競技成績・結果】 

１ｓｔトライ ゴールドッヂ     ２ｎｄトライ ディスクドッヂ 

 

３ｒｄトライ チームディスタンス 
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ラストトライ ディスクフリップ 

 

最終結果の 1 位、深大寺ベアーズにはスペシャルギフトが贈呈されることになりました。 

また５位／９位には人数分の副賞が贈呈されました。 

 

【スペシャルギフト】 

ドッヂビーメーカーである株式会社ラングスジャパン様の特別協賛スペシャルギフト 

対象チームに後日、校章入りドッヂビーディスクがチームの人数分、進呈されます。 

 

【参加賞】      クラブジュニア様 

参加者全員に大会協賛社様より贈呈されました。  （チームに１枚） 

 

 

 

 

 

文化シヤッター様 京王電鉄様 
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【講 評】 

本イベントは競技大会ではなく、ドッヂビーを使ってフライングディスクの面白さを体

験していただくことやチームの枠を超えての交流を図ることなどなど、毎回趣旨が異なる

が名称をドッヂビーフェスタと統一するシリーズイベントとして２年ぶりの実施となりま

す。 

今回は当初より想定した募集数通りの 12

チーム、140 名の選手、その他引率・観戦の

保護者、スタッフなど 170～80 名ほど、総勢

約 320 名の方が集まりました。 

 

あらためて今回の開催趣旨を述べますと私

たち協会がメインと位置付ける子ども、すな

わち小学生を対象にして提唱する公式３種目

の啓蒙を目的にしつつも一部遊びの要素を持たせる内容にして 1 種目で優劣が決まらない

ポイント制を導入した体験会的なイベントを成蹊学園でおこなうことにいたしました。 

 

この目的に沿った内容での実施計画を考えると総枠として

12 チームでの実施が適当との判断から、今回のイベント実施

における関係値からの優先度順に対象先を選定する募集形態

としました。 

具体的には成蹊学園内、大学大体育館を使用しての小学校対

抗のイベントですので、まず今年度、34 名の校内最大人数の

部となった成蹊小学校ドッヂビー部を最優先として３チームでの参加を決定しました。 

 

次に DBJA 傘下の市区町村協会が存在

する千代田区および調布市を対象に募集

しましたところ、千代田区より２チーム、

調布市より６チームの参加表明がありま

した。 

この結果、11 チームの参加となり、当初想定の 12 チームには１枠の余裕

が出たことから 2026 年 1 月 19～25 日の期間で参加する小学校をオープンに募集したとこ

ろ、荒川区内の２校から参加希望が届きましたので抽選を行った結果、瑞光小学校の参加

が決まり 12 チームの参加校が決定しました。 

この募集方法をとった当初から複数の準備スケジュール案を想定しましたが結果、最も

手間と時間がかかる進行となってしまい、最終案内の連絡が遅くなったことをお詫びいた

します。 
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当日、天気予報では都心部でも降雪とのこと。

前日夜の時点では雪らしき白いものがちらつく

程度で地面に残るようなことはないだろうと想

像しましたが当日、朝には街並みがしっかりと純

白に染まっている状態。ではありましたがさほど

の影響はなさそうだと考えながら家を出ました。 

 

ところが会場最寄駅の吉祥寺駅に

着くころには降り方が激しくなって

きて成蹊学園に到着した時点はもう

完全に降り積もっており、ほとんど雪

国状態にビックリ仰天でしたが主要

スタッフは全員予定通り、集合するこ

とができました。 

ところがその後、電車の運休が発生したため一部、

協力スタッフより集合時間に到着できないとの連絡が

入ってくるなど顕著な影響が出始めました。 

一瞬、開始時間を遅らせる手立て、また場合によって

は開催中止などの検討をすべきかと思案しましたが、

程なくして雪は小降りとなりスタッフ全員、到着して

ミーティングをおこなえました。さらに時間が経過して参加者の集合時間あたりには雪も

やみつつあって結果、開始予定時間にギリギリになるなどはありましたが無事に全チーム

が集まって予定通り、開会式を開始できました。 

 

 

 

 

 

 

  

開会式では今回の協力先３者様 

・成蹊小学校の小澤先生 

・千代田区ドッヂビー協会の池田会長 

・調布市ドッヂビー協会の原会長に 

一言ずつではありましたが 

ご挨拶をいただきました。 



10 

 

その後はさっそくプログラムの進行へと移り、まずは 1stトライのゴールドッヂの競技概

要の説明からスタートしました。説明後には 4 つのリーグごとに分かれての講習・練習を

おこないました。 

 

事前の想定ではゴールドッヂはほぼ初めてというチームがほとんどと思われるだけに、ゲ

ームが成立しないのではないかと心配していましたが、多少でも講習・練習が効果的だっ

たのか、全チーム概ねゲームができていたように思えました。もちろん細かい点では軸足

が逆になって不思議な体制から投げる、前に闇雲に投げる例が多く見られるなど、ディス

クドッヂと比較すれば簡単ではなく基礎を判り易く伝えることが大事だと感じました。 

 

2ndトライのディスクドッヂはさすがにどのチームも慣れているだけに試合は伯仲している

ように感じましたし、自信を持ってプレーしている子が多いと思いました。 

 

3rd トライのチームディスタンスはゴールドッヂと同様に参加者も初めてですが、我々スタ

ッフも初めておこなうことであり、事前には種目として成立するのかを心配しましたが結

果としては事前に練習を積んだチームや指導者のプランが功を奏したか、上手く対応でき

たチームと、できなかったチームがくっきりと分かれたように思われました。 
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なお、この種目は今回イベントでのオリジナルで主催者

サイドも初めて実施したために各チームが１０人の試技を

終えるまでの所要時間の読みがかなり下手だったために、

想定した時間よりも大幅に早く終了してしまいました。 

 

 そこで急遽ですが各参加チームより 2 名を選抜してもら

い、協力スタッフチームとのディスクドッヂ対戦をエキシ

ビションとして実施しましたところ、盛り上がりました。 

 

ラストのディスクフリップ戦で最終成績が決まります。 

事前の３トライの集計結果でリーグ内順位 1～3 位ごとに 

４チームによる勝抜きトーナメント戦をおこない、単純明快

なだけにどの対戦も盛り上がりを見せていましたが結果、 

深大寺ベアーズ(調布市立深大寺小学校)が優勝しました。 

特別協賛のラングスジャパンご担当者様の名刺を目録と

して贈呈しました。 

フェスタならではのお楽しみ販売コーナーは倉庫整理で出た過

去大会で作成・手配した賞品や副賞等、協会が所有する備品な

ど処分特価で大放出した結果、販売点数８３点、販売金額６５，

２００円と盛況で特に保護者・観戦者の皆様には楽しんでもら

えたと思います。 

今回、運営に関して反省点は最終案内に記載したコート・レイアウトから現場で全面変

更して、事前情報として機能しなかった事、空調設備が入ったと事前情報を受けていたが

体育館が広すぎてほぼ効かず？防寒への事前告知が充分ではなかった事、どちらも原因は

事前の現場確認が足りなかった事と認識しています。 

一方、良かった点としてゴールドッヂの大会に参加し

ている選手の皆さんに対してフェスタのスタッフとして

ご協力をいただけないかと募集したところ、心良く協力

してくれた方が複数いたことは大きな喜びでした。今後、

ドッヂビーを使用した異種目の相互スタッフ協力の仕組み作りを急ぎたいと思います。 

最後にご協賛を各社様、協力先様に御礼を申し上げます。ありがとうございました。 


